
▲10月4日� 第31回加西市体育大会開会式が加西球場で行なわれました。

今月の主な内容
●観月の夕べ…4 ●I Love my town 下万願寺町…8 ●タウントピックス…9 ●タウンインフォメーション…12
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市
民
の
健
や
か
な
身
体
と
豊
か
な

心
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
「
第
31
回
加

西
市
体
育
大
会
」（
市
、
教
育
委
員

会
、
市
体
育
協
会
主
催
）
が
10
月
４

日
（日）
を
中
心
に
市
内
各
会
場
で
、
15

種
目
に
個
人
・
団
体
合
せ
て
約
５
０
０

０
人
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
競
い
ま
し
た
。

10
月
４
日
に
加
西
球
場
で
行
な
わ

れ
た
開
会
式
で
は
、
今
年
か
ら
「
善

意
の
表
彰
」
の
う
ち
ス
ポ
ー
ツ
部
門
の

表
彰
が
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄

与
さ
れ
た
方
々
や
、
全
国
大
会
な
ど

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
方
々

へ
「
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
」

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

五
千
人
が
十
五
種
目
に
挑
戦

│
│
加
西
市
体
育
大
会
│
│

特特特特　　　　集集集集
加西市
体育大会

ご夫婦で開会式の選手宣誓を行なわれた柏原献さん・ゆりさん（中富町）

★★★★
加
西
市
善
意
の
表
彰
受
賞
者

（
贈：

加
西
市
）

〈
か
し
の
木
賞
〉

宮
崎
　
政
幸
（
福
居
町
）

昭
和
63
年
か
ら
富
田
女
子
バ
レ

ー
団
の
指
導
者
と
し
て
、
週
３
回

の
練
習
を
通
し
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

〈
サ
ル
ビ
ア
賞
〉

加
西
剣
道
こ
ど
も
会

昭
和
56
年
団
設
立
以
来
、
練
習

を
通
じ
青
少
年
の
健
全
育
成
に
寄

与
さ
れ
て
い
る
。

日
吉
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

昭
和
63
年
団
設
立
以
来
、
練
習

を
通
じ
青
少
年
の
健
全
育
成
に
寄

与
さ
れ
て
い
る
。

★★★★
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者

（
贈：

加
西
市
体
育
協
会
）

〈
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
〉

大
西
　
隆
夫
（
北
条
町
宮
前
）

市
体
育
協
会
結
成
当
時
か
ら
、

体
育
協
会
振
興
に
努
力
さ
れ
現
在

の
軽
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
北
条
歩
こ

う
会
の
基
礎
を
築
か
れ
た
。

〈
ス
ポ
ー
ツ
功
績
賞
〉

長
谷
川
大
輔
（
北
条
高
校
講
師
）

平
成
10
年
度
県
実
業
団
対
抗
陸

上
競
技
大
会
　
ハ
ン
マ
ー
投
げ
　
第

１
位
　
52
�
06

内
藤
　
由
嘉
（
野
上
町
）

長
野
県
高
校
新
人
駅
伝
女
子
の

部
区
間
５
区
１
位

市
浦
　
秀
樹
（
鶉
野
南
町
）

第
50
回
県
高
校
ジ
ュ
ニ
ア
対
抗
選

手
権
　
２
年
生
ハ
ン
マ
ー
投
げ
　
第

１
位
　
48
�
69

加
西
中
学
校
女
子
剣
道
部

第
45
回
県
剣
道
優
勝
大
会
兼
第

52
回
県
民
体
育
大
会
中
学
校
女
子

団
体
戦
　
準
優
勝

泉
中
学
校
男
子
剣
道
部

平
成
９
年
度
県
中
学
校
新
人
剣

道
大
会
　
男
子
団
体
戦
　
準
優
勝

加
西
北
条

平
成
９
年
度
第
12
回
ブ
ロ
ッ
ク

選
手
権
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
県
決
勝

大
会
」
総
合
優
勝

★★★★
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
受
賞
町

（
贈：

加
西
市
教
育
委
員
会
）

最
優
秀
町

古
坂
1
丁
目
自
治
区

優
秀
町

横
　
尾

善善善善
意意意意
のののの
表表表表
彰彰彰彰
＆＆＆＆

体体体体
育育育育
協協協協
会会会会
スススス
ポポポポ
ーーーー
ツツツツ
賞賞賞賞
受受受受
賞賞賞賞
者者者者

（
敬
称
略
）

善意の表彰受賞者、左から内藤さん（サッカ
ー代表）、松本さん（剣道代表）、宮崎さん
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元気いっぱいの少女サッカー

少林寺拳法の組演武

熱戦を繰り広げた町対抗バレーボール

男子選手を押さえ込む女子選手

第
23
回
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
一
部
・
浜
田

宜
行
　
▽
二
部
・
西
浦
大
介

【
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
一
部
・
佐
伯

い
づ
み
　
▽
二
部
・
井
上
友
美

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】
一
部
・
横
井
広

成
・
浜
田
宜
行
　
▽
二
部
・
金
沢

光
春
・
菊
地
徹
也

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】
一
部
・
西
村

綾
子
・
野
口
幸
恵
　
▽
二
部
・
大

前
茂
子
・
古
隅
未
知
子

第
9
回
市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会

【
男
子
】
荒
瀬
　
巌

【
女
子
】
竹
内
美
也
子

第
29
会
親
善
サ
ッ
カ
ー
大
会

【
一
般
の
部
】
ホ
ワ
イ
ト
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ズ

【
少
女
】
賀
茂
Ａ

【
少
年
】
下
里
Ｓ
Ｓ
Ｄ

第
29
回
市
民
空
手
道
大
会

●
型
の
部

【
少
年
】
低
学
年
の
部

山
本
真

基
子
　
▽
高
学
年
の
部

平
林

舞【
中
学
】
高
見
　
歩

【
一
般
】
吉
岡
政
洋

●
組
手
の
部

【
少
年
】
低
学
年
の
部

井
上
文

希
　
▽
高
学
年
の
部

平
林
　
舞

【
中
学
】
高
見
　
歩

【
一
般
】
辻
　
嘉
計

第
16
回
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

【
男
子
】
一
般
の
部
・
山
田
（
三

洋
電
機
）
・
見
藤
（
ア
オ
ノ
Ｔ
Ｃ
）

▽
壮
年
の
部
・
荒
木
・
宮
崎
（
三

洋
電
機
）

【
女
子
】
一
般
の
部
・
山
田
・
水

谷
（
ア
オ
ノ
Ｔ
Ｃ
）

第
32
回
市
民
卓
球
大
会

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
一
部
・
是
常

浩
一
郎
（
暁
ク
ラ
ブ
）
▽
二
部
・

高
井
宣
博
（
市
役
所
）

【
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】
一
部
・
芝

千
尋
（
善
防
中
）
▽
二
部
・
奥
村

サ
エ
子
（
一
般
）

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】
是
常
浩
一
郎
・

田
居
康
一
（
暁
ク
ラ
ブ
）

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】
奥
村
さ
お
り
・

仲
田
真
子
（
暁
ク
ラ
ブ
）

第
22
回
少
林
寺
拳
法
演
武
会

【
少
年
】
組
演
武
▽
低
学
年
・
後

藤
留
意
・
山
本
　
卓
　
▽
中
学

年
・
清
瀬
謹
道
・
畑
岡
祐
希
　
▽

高
学
年
・
竹
内
　
進
・
吉
田
拓
矢

▽
乱
取
部
・
織
田
健
太
郎

【
一
般
】
組
演
武
・
後
藤
一
郎
・

長
谷
将
人
　
▽
乱
取
部
・
中
瀬
晴

久第
32
回
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

【
一
般
男
子
】
高
谷
浩
三
・
藤
原

良
昭
（
加
西
ク
ラ
ブ
）

【
一
般
女
子
】
野
田
志
穂
美
・
中

右
博
子
（
北
条
高
）

【
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
】
東
郷
　
哲
・
斉

藤
宏
樹
（
北
条
高
）

第
5
回
市
長
杯
地
区
対
抗
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

日
吉

第
31
回
市
民
柔
道
大
会

【
小
学
】
低
学
年
・
中
村
剛
教

（
加
西
柔
道
教
室
）
▽
中
学
年
・
岩

崎
一
洋
（
同
）
▽
高
学
年
・
李
宙

哩
（
同
）

【
中
学
男
子
】
山
本
庸
介
（
泉
中

学
校
）

【
中
学
女
子
】
小
林
香
里
（
北
条

中
学
校
）

【
一
般
男
子
】
藤
原
　
聖
（
西
脇

工
業
高
校
）

第
28
回
町
対
抗
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

【
男
子
】
一
部
・
福
居
Ａ
　
▽
二

部
Ａ
・
大
村
　
▽
二
部
Ｂ
・
芝
自

治
区
Ａ
　
▽
二
部
Ｃ
・
古
坂
３
丁

目【
女
子
】
一
部
・
東
高
室
　
▽
二

部
Ａ
・
網
引
　
▽
二
部
Ｂ
・
朝
妻

▽
三
部
Ａ
・
畑
Ｂ
　
▽
三
部
Ｂ
・

笠
屋

第
7
回
市
民
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
大
会

【
男
子
】
井
上
正
和

【
女
子
】
菅
野
利
子

〈
協
賛
事
業
〉

第
14
回
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

日
吉

華麗なスマッシュ
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10
月
４
日
（日）
い
こ
い
の
村
は
り

ま
で
、
観
月
の
夕
べ
が
催
さ
れ
、

中
秋
の
名
月
の
下
お
茶
席
や
邦
楽

を
多
く
の
方
が
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
平
行
し
て
前
日
か
ら
加
西

市
内
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
れ
て
い

た
兵
庫
県
海
外
技
術
研
修
員
の

方
々
（
14
名
）、
市
英
語
指
導
助
手
、

か
さ
い
日
本
語
ク
ラ
ス
の
受
講
生
、

そ
の
他
市
内
在
住
の
外
国
人
の
み

よ
う
こ
そ

「「「「
わわわわ
びびびび
ささささ
びびびび
のののの
世世世世
界界界界
」」」」へ

││││
観
月
の
夕
べ
││││

な
さ
ん
も
お
茶
席
を
体
験
し
、
わ

び
さ
び
の
世
界
を
少
し
で
も
理
解

し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
の
交
流
会
で
は
、
楽
し

い
ゲ
ー
ム
等
を
通
じ
て
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。
研
修
員
の
方
々
が
帰

ら
れ
る
時
に
は
、
あ
ち
こ
ち
で
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
別
れ
を
惜

し
む
光
景
が
見
う
け
ら
れ
ま
し
た
。神妙な面もちでお手前をいただく外国人の方々

９
月
24
日
か
ら
10
月
８
日
ま
で
、

市
政
懇
談
会
が
市
内
９
小
学
校
区

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
勢
５
０
０

余
名
の
出
席
が
あ
り
、
市
長
ら
幹

部
と
熱
心
に
意
見
を
交
し
ま
し
た
。

今
年
は
、「
介
護
保
険
制
度
」

「
ゴ
ミ
の
焼
却
」
を
中
心
に
説
明
を

し
、
河
川
の
清
掃
、
草
刈
り
の
問

題
、
釣
り
客
マ
ナ
ー
の
改
善
策
、

道
路
・
下
水
道
の
早
期
整
備
、
長

雨
に
よ
る
稲
作
被
害
へ
の
農
業
共

済
の
適
用
な
ど
生
活
に
密
着
し
た

問
題
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様

か
ら
の
ご
意
見
に
つ
い
て
は
的
確

か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
る
と
こ
ろ

か
ら
行
い
、
今
後
の
市
政
に
反
映

す
る
こ
と
で
ご
理
解
を
得
ま
し
た
。

市
政
懇
談
会
を
開
催熱心に質問される出席者

た
め
池
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
'98
を
展
開

ため池周辺の清掃活動

敬老会で敬彰される小林貞治さん（左）

小
林
貞
治
さ
ん

（
下
若
井
町
）

が
市
内
男
子
最
高
齢
者
に

10
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
全
県

的
に
取
り
組
ま
れ
た
「
た
め
池
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
際
し
、

９
月
15
日
（水）
加
西
市
健
康
福
祉

会
館
で
開
か
れ
た
敬
老
会
に
お
い

て
、
こ
の
た
び
男
子
市
内
最
高
齢

者
と
な
ら
れ
た
小
林
貞
治
さ
ん

（
97
歳
）
を
藤
岡
市
長
が
敬
彰
し
ま

し
た
。

小
林
さ
ん
は
、
元
気
に
歩
く
こ

と
が
で
き
、
健
康
の
秘
訣
は
何
で

も
食
べ
る
こ
と
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
す
。

第
7
回

約
１
０
０
０
箇
所
あ
る
加
西
市
に

お
い
て
も
、
企
業
、
学
校
、
自
治

会
等
の
ご
協
力
を
賜
り
、
た
め
池

周
辺
の
清
掃
や
啓
発
物
資
の
配
布

を
行
な
い
ま
し
た
。
特
に
、
近
年

た
め
池
で
の
釣
り
客
の
増
加
に
伴

い
、
一
部
に
お
い
て
ゴ
ミ
の
投
げ

捨
て
、
取
水
施
設
用
ゲ
ー
ト
ハ
ン

ド
ル
の
無
断
開
閉
等
が
行
な
わ
れ
、

地
元
住
民
の
迷
惑
に
な
っ
て
い
る

状
況
に
鑑
み
、
釣
り
人
に
対
し
て

の
マ
ナ
ー
の
向
上
を
訴
え
ま
し
た
。



こ
の
度
、
市
街
化
区
域
の
拡
大
に
伴
い
、
網
引
町
（
南
網
引
町
含
）
・
桑

原
田
町
・
栄
町
・
倉
谷
町
（
千
ノ
沢
町
含
）
の
四
町
が
既
存
宅
地
適
用
区
域

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
昭
和
46
年
３
月
16
日
以
前
よ
り
宅
地
と

し
て
登
記
済
で
あ
っ
た
土
地
（
宅
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
土
地
も
可
）

で
あ
り
、
必
要
条
件
を
満
た
す
土
地
に
つ
い
て
は
、
既
存
宅
地
確
認
申
請
書

の
確
認
後
、
建
築
確
認
を
受
け
て
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
先

都
市
建
設
部
都
市
計
画
課
建
築
係
（
電
話
42
│
８
７
５
３
）

5

こ
れ
ま
で
当
該
住
宅
を
建
築
す
る
土
地
は
、
線
引
き
以
前
に
所
有
し
て
い

る
者
か
ら
相
続
又
は
生
前
贈
与
を
受
け
た
土
地
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
10
年
８
月
１
日
の
改
正
に
よ
っ
て
「
死
因
贈
与
契
約
の
公
正
証
書
の
作

成
」
及
び
「
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
仮
登
記
」
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生

前
贈
与
を
し
な
く
て
も
建
築
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
先

都
市
建
設
部
都
市
計
画
課
建
築
係
（
電
話
42
│
８
７
５
３
）

既
存
宅
地
確
認
適
用
区
域
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

分
家
住
宅
等
の
建
築
に
係
わ
る

土
地
贈
与
の
緩
和
に
つ
い
て

加
西
農
業
振

興
地
域
整
備
計

画
に
係
る
農
用

地
（
田
、
畑
な

ど
）
に
分
家
住

宅
を
建
設
し
た

り
、
ま
た
、
そ

の
土
地
を
駐
車

場
に
す
る
場
合

な
ど
に
は
、
農

地
転
用
前
に
農

用
地
区
域
の
除

外
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ

ん
。こ

の
除
外
申

請
の
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
（
除
外
申
請
は
、
緊
急
か

つ
具
体
的
な
計
画
が
あ
る
も
の
に

限
り
ま
す
）。

な
お
、
農
業
用
倉
庫
お
よ
び
圃

場
整
備
さ
れ
て
い
な
い
農
用
地
に

建
設
す
る
農
家
住
宅
に
つ
い
て
は
、

随
時
除
外
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

受
付
期
間

11
月
16
日
（月）
〜
12
月

25
日
（金）
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

受
付
・
問
合
先

経
済
部
農
林
共

済
課
（
電
話
42
│
８
７
４
１
）

県
営
加
西
東
高
室
高
層
住
宅
が
、

平
成
11
年
３
月
に
完
成
し
ま
す
が
、

そ
の
入
居
募
集
が
次
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
。

募
集
期
間

10
月
20
日
（火）
〜
11
月

４
日
（水）

募
集
戸
数

16
戸

内
　
訳

Ｍ
（
高
齢
者
２
人
向
け
）

タ
イ
プ
２
Ｄ
Ｋ
55
m
３
戸
（
単
身

申
込
不
可
）
４
戸
（
単
身
申
込
可
）

Ｌ
タ
イ
プ
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
65
m
９
戸

（
単
身
申
込
不
可
）

募
集
日
程

（1）
抽
　
選
　
　
11
月
下
旬

（2）
当
選
通
知
　
12
月
上
旬

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
を

記
載
の
う
え
関
係
書
類
を
同
封
の
う

え
直
接
郵
送
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

（
11
月
９
日
必
着
。）

申
込
資
格

（1）
県
内
に
居
住
ま
た
は
、
勤
務
さ

れ
て
い
る
方
。

（2）
①
家
族
の
人
数
が
二
人
以
上
の

場
合

②
単
身
で
申
込
む
こ
と
が
で
き
る

場
合
（
Ｍ
タ
イ
プ
４
戸
）

※
①
②
の
詳
し
い
条
件
に
つ
い
て

は
お
問
合
下
さ
い
。

③
入
居
資
格
収
入
基
準
に
合
致
さ

れ
る
方
。

④
現
在
、住
宅
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
方
。

⑤
入
居
許
可
日
か
ら
14
日
以
内
に

家
族
全
員
が
入
居
で
き
る
方
。

⑥
連
帯
保
証
人
の
あ
る
方
。

※
但
し
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

方
は
単
身
で
申
込
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
先

不
明
な
点
、
詳

細
に
つ
い
て
は
、
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

県
住
宅
供
給
公
社
東
播
磨
事
務
所

（
電
話
０
７
９
４
│
23
│
０
１
１
７
）

都
市
建
設
部
管
理
課
（
電
話
42
│

８
７
５
０
）

平成10年度

農用地区域の除外申請を受付ます農用地区域の除外申請を受付ます農用地区域の除外申請を受付ます農用地区域の除外申請を受付ます農用地区域の除外申請を受付ます農用地区域の除外申請を受付ます農用地区域の除外申請を受付ます農用地区域の除外申請を受付ます農用地区域の除外申請を受付ます農用地区域の除外申請を受付ます農用地区域の除外申請を受付ます農用地区域の除外申請を受付ます農用地区域の除外申請を受付ます農用地区域の除外申請を受付ます農用地区域の除外申請を受付ます農用地区域の除外申請を受付ます農用地区域の除外申請を受付ます農用地区域の除外申請を受付ます農用地区域の除外申請を受付ます農用地区域の除外申請を受付ます農農用用地地区区域域のの除除外外申申請請をを受受付付まますす

県
営
加
西
東
高
室
高
層
住
宅
（
通
称
荒
神
山
住
宅
）

││
募募募募
集集集集
のののの
おおおお
知知知知
らららら
せせせせ
││

収入基準と家賃（予定月額）

政令月収額 Ｍタイプ

23,500

28,500

33,700

38,900

44,900

51,600

Ｌタイプ

※政令月収額とは、年間総所得金額から扶養控除等の額を控除した後の月平均額
※政令月収額200,001円以上の方は老人所帯、身障者所帯に限られます。

27,600

33,400

39,500

45,600

52,700

60,500

0～123,000

123,001～153,000

153,001～178,000

178,001～200,000

200,001～238,000

238,001～268,000

加
西
市
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
経
営
改
善
や
雇
用
を
考
え
て
お

ら
れ
る
農
業
者
を
対
象
に
農
業
経
営
改
善
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ご
自
由
に

参
加
し
て
下
さ
い
。

と
　
き

11
月
６
日
（金）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

講
　
師

社
会
保
険
労
務
士
　
岸
井
久
幸
氏
　
テ
ー
マ
『
お
金
と
雇
用
は
使
い
よ
う
』

内
　
容

・
隣
の
奥
さ
ん
を
雇
う
時
に
注
意
す
る
こ
と
、
心
構
え
・
ど
こ
へ
頼
め
ば
雇
用

が
確
保
で
き
る
？
・
知
っ
て
得
す
る
雇
用
管
理
の
基
礎
知
識
・
労
災
保
険
と
は
…

問
合
先

経
済
部
農
林
共
済
課
農
政
係
（
電
話
42
│
８
７
４
１
）

農
業
経
営
改
善
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

（単位：円）

2

2
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介
護
保
険
の
お
は
な
し

││
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
││

VVVVooooLLLL ....

5

� �

★問合先 福祉部高年福祉課　あったか推進係（��8788）

お年寄りに手紙をわたす子どもたち（鶉野南町）

太鼓の演奏でお祝い（河内町）

今
年
度
か
ら
敬
老
月
間
の
新
し
い

取
り
組
み
と
し
て
、
九
会
地
区
と
多

加
野
地
区
で
は
、
小
地
域
福
祉
活
動

と
し
て
町
の
い
き
い
き
委
員
会
に
よ
る

「
高
齢
者
の
あ
っ
た
か
推
進
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鶉
野
南
町
で
は
、
町
内
の
小
中

学
生
45
人
か
ら
75
歳
以
上
の
お
年

寄
り
23
人
（
該
当
者
33
人
）
に

「
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。」

な
ど
心
の
こ
も
っ
た
手
紙
を
渡
し
、

一
緒
に
健
康
体
操
や
童
謡
の
合
唱

を
し
た
り
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
河
内
町
で
は
、
同
町
の
婦

人
会
や
消
防
団
の
方
々
が
、
笛
や

太
鼓
の
演
奏
と
華
麗
な
踊
り
を
披

露
し
、
一
足
早
い
お
祭
り
の
よ
う

な
雰
囲
気
で
お
年
寄
り
の
長
寿
を

祝
い
ま
し
た
。

こ
の
２
地
区
で
は
、
ほ
か
の
町

で
も
様
々
な
形
で
お
祝
い
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
ど
の
町
で
も
身
近

な
人
に
祝
っ
て
も
ら
え
会
場
も
自

宅
か
ら
近
い
の
で
、
市
主
催
の
敬

老
会
の
出
席
率
を
大
き
く
上
回
り

ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
住

民
主
体
の
お
祝
い
会
の
輪
が
広
が

り
ま
す
よ
う
市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
に
よ
る
地
域
の
た
め
の

手
づ
く
り
の
敬
老
会
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寺
社
の
文
化
財
を
調
査

仏
像
・
建
造
物
を
調
べ
る

優
れ
た
文
化
財
は
国
、
県
、
市

が
指
定
し
て
保
護
し
て
い
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
将
来
に
わ
た
る
地

域
の
歴
史
と
文
化
財
を
守
る
に
は

不
十
分
。
阪
神
大
震
災
な
ど
災
害

に
よ
る
消
滅
や
盗
難
、
売
買
に
よ

る
散
逸
、
域
外
へ
の
移
動
な
ど
無

名
の
文
化
財
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
こ
の
た

め
、
今
回
の
文
化
財
編
の
編
集
に

当
た
っ
て
は
、
加
西
市
に
現
存
す

る
す
べ
て
の
文
化
財
を
対
象
に
調

査
し
て
所
在
や
形
状
を
記
録
し
、

将
来
の
市
文
化
財
行
政
に
資
す
る

こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
ま
す
。

ま
ず
初
め
に
寺
社
の
美
術
工
芸
、

建
築
物
の
調
査
か
ら
開
始
し
ま
し

た
。
現
在
、
市
内
に
は
寺
院
が
八

〇
か
所
、
神
社
が
百
三
〇
か
所
、

お
堂
が
百
六
三
か
所
あ
る
と
い
わ

れ
、
美
術
工
芸
班
と
建
造
物
班
に

分
か
れ
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

一
部
は
既
に
神
戸
新
聞
に
報
道
さ

れ
「
何
か
素
晴
し
い
も
の
が
発
見

さ
れ
る
の
で
は
」
と
関
心
も
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
代
、
中

世
の
文
化
財
や
近
世
、
近
代，

現

代
の
文
化
美
術
の
動
向
に
も
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
り
、
加
西
市
出

身
の
画
家
や
市
内
に
来
て
創
作
活

動
を
行
っ
た
画
家
、
地
域
の
素
封

家
や
愛
好
家
に
よ
る
文
化
財
の
収

集
も
加
西
市
の
文
化
状
況
を
考
え

る
上
で
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て

い
ま
す
。
文
化
財
編
の
編
さ
ん
を

通
じ
て
故
郷
の
文
化
財
を
保
護
す

る
と
と
も
に
、
現
代
に
活
用
す
る

こ
と
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
神
戸
大
学
文
学
部
教
授
）

加
西
市
史
編
さ
ん
委
員
会
　
文
化
財
部
会
長

百
　
橋
　
明
　
穂

文化財を調査する部会員

と
　
き

11
月
22
日
（日）
（
い
い
夫
婦
の
日
）

午
前
９
時
30
分

と
こ
ろ

健
康
福
祉
会
館

内
　
容

式
典
、
記
念
撮
影
、
余
興

対
　
象

昭
和
24
年
に
結
婚
さ
れ

た
夫
婦

申
込
先

11
月
６
日
（金）
ま
で
に
高

年
福
祉
課
（
電
話
42
│
８
７
２
４
）
へ
。

※
な
お
、
兵
庫
県
の
「
金
婚
夫
婦

を
た
た
え
る
運
動
」
に
申
込
み
さ

れ
た
方
に
は
案
内
状
を
送
り
ま
す
。

一
生
年
金
額
が

減
額
さ
れ
ま
す
!!

年
金
額
が
、
65
歳
か
ら
受
け
る

年
金
に
比
べ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
減
額
さ
れ
た
ま
ま
で
一

生
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
支
給
さ
れ
る
割
合
は
、

請
求
し
た
年
齢
に
応
じ
下
の
表
の

と
お
り
で
す
。

結
婚
50
周
年
を
お
祝
い
し
ま
す

金金金金
婚婚婚婚
夫夫夫夫
婦婦婦婦
のののの
つつつつ
どどどど
いいいい

寄贈された電動支援ベッド

10
月
３
日
（土）
健
康
福
祉
会
館
で
市

内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
に
よ
る
「
ス
ー

パ
ー
エ
ス
コ
ー
ト
'98
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
行
な
わ
れ
、
同
実
行
委
員
会

か
ら
チ
ケ
ッ
ト
代
（
１
人
１
０
０
０
円
）

の
収
入
で
電
動
支
援
ベッ
ド
や
車
椅
子

等
を
購
入
し
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
高
校
生
バ
ン
ド
を

は
じ
め
４
バ
ン
ド
が
次
々
登
場
し
、
若

さ
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
を
展
開
、
会

場
に
つ
め
か
け
た
約
４
０
０
人
の
観
客

ステージにつめかけた観客にいっそう盛り上がった演奏

老
齢
基
礎
年
金
の

繰
り
上
げ
は
慎
重
に

※65歳で受ける年金を100％としての支給割合

の
熱
気
も
あ
い
ま
っ
て
、
素
晴
ら
し
い

盛
り
あ
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

公
演
収
益
金
で

電
動
支
援
ベ
ッ
ド
等
を
寄
贈
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市
街
地
か
ら
県
道
大
和
北
条
停

車
場
線
古
坂
隧
道
を
過
ぎ
、
鴨
谷

町
の
三
叉
路
を
経
て
、
県
道
滝

野
・
市
川
線
と
ク
ロ
ス
す
る
広
原

町
交
差
点
を
左
折
、
西
在
田
駐
在

所
手
前
の
三
叉
路
を
ゆ
る
や
か
に

右
折
し
、
道
奥
み
ち
お
く

に
つ
な
が
る
道

山
・
万
願
寺
線
を
進
む
と
、
久
方

の
秋
晴
れ
に
コ
ス
モ
ス
が
風
に
ゆ

れ
、
木
々
が
紅
に
色
づ
き
始
め
た

山
里
が
広
が
る
下
万
願
寺
町
、
区

長
荒
倉
　
博
さ
ん
の
お
宅
を
伺
い

ま
し
た
。「
毎
年
、
下
万
願
寺
と
上

万
願
寺
両
町
の
一
大
行
事
で
、
正

月
８
日
の
夜
「
鬼
会
の
儀
式
」
が

上
万
願
寺
の
東
光
寺
で
行
わ
れ
ま

す
。
田
主
に
は
住
職
、
厄
年
の
男

が
、
福
太
郎
、
福
次
郎
に
な
り
、

頭
に
手
拭
て
ぬ
ぐ
い

、
木
製
の
鍬く
わ

を
担か
つ

ぎ
、

「
田
起
こ
し
」「
種
蒔
き
」「
収
穫
」

を
情
緒
豊
か
な
し
ぐ
さ
で
行
い
、

五
穀
豊
穰
を
祈
る
「
田
遊
び
」、
ま

た
あ
と
の
「
鬼
追
い
」
で
は
、
赤

鬼
は
た
い
ま
つ
、
青
鬼
は
木
槌
を

腰
に
、
矛
を
持
っ
た
出
で
立
ち
で

災
難
を
追
い
払
い
神
仏
に
平
安
を

祈
る
も
の
で
、
そ
の
日
ば
か
り
は

静
か
な
町
も
た
く
さ
ん
の
人
出
で

賑
わ
い
ま
す
。
先
人
た
ち
の
暮
ら

し
か
ら
生
ま
れ
た
拠
り
所
を
両
町

で
い
つ
ま
で
も
大
切
に
伝
え
て
い

る
ん
で
す
よ
。」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。「
ま
た
二
百
十
日
台
風
シ
ー

ズ
ン
前
７
日
の
８
月
25
日
、
近
く

の
八
幡
宮
に
世
帯
主
が
一
晩
中
籠

も
っ
て
豊
作
を
祈
り
、
台
風
で
災

害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
祈
る
儀

式
も
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
田
25
町
、
山

林
98
町
歩
の
自
然
溢
れ
る
山
里
で

す
が
、
人
情
味
豊
か
な
そ
ん
な
古

風
さ
が
忍
ば
れ
る
町
で
も
あ
り
ま

す
。「
毎
年
恒
例
に
な
っ
た
10
月
第

１
日
曜
日
に
は
、
町
民
体
育
祭
が

あ
り
、
今
年
は
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
爆

発
を
想
定
し
た
自
主
防
災
訓
練
も

し
な
が
ら
、
″あ
ら
よ
っ
と
″
″釣
っ

て
ド
キ
″
な
ど
婦
人
会
に
考
え
て

い
た
だ
い
た
新
し
い
種
目
も
加
え

て
、
各
隣
保
対
抗
で
ア
ベ
ッ
ク
風

船
割
り
、
自
転
車
お
そ
の
り
、
縄

跳
び
、
ボ
ー
ル
運
び
な
ど
で
大
人

も
子
供
も
楽
し
み
、
昼
は
、
各
家

庭
で
の
手
作
り
弁
当
に
舌
包
み
を

打
ち
な
が
ら
の
和
や
か
な
一
日
を

過
ご
す
ふ
れ
あ
い
の
運
動
会
な
ん

で
す
。
暑
く
て
も
寒
く
て
も
ほ
と

ん
ど
毎
日
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
熱
中

の
老
人
会
の
方
も
元
気
で
、
西
在

田
地
区
で
は
、
優
勝
す
る
常
連
チ

ー
ム
な
ん
で
す
。
公
会
堂
も
新
し

く
な
っ
て
７
年
ほ
ど
経
ち
ま
す
が
、

花
生
け
、
詩
吟
、
茶
話
会
な
ど
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
毎
日

利
用
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。」

町
の
将
来
に
つ
い
て
は
、「
下
水

道
工
事
も
始
ま
り
ま
し
た
が
、
や

は
り
災
害
の
な
い
住
み
や
す
い
豊

か
な
町
が
一
番
で
す
ね
。」
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
加
古
川
の
源
流
、

万
願
寺
川
が
町
中
を
流
れ
、
山
と

川
の
恵
み
と
も
に
暮
ら
し
た
人
達

の
思
い
が
、
今
も
受
け
継
が
れ
、

自
然
の
厳
し
さ
か
ら
生
ま
れ
た
神

仏
へ
の
信
仰
が
息
づ
く
町
と
い
う

印
象
を
受
け
ま
し
た
。

ふり返って初めて気づくふるさとの
あたたかさ、新しい発見

あなたのまちをつれづれ紀行

下万願寺町区長の
荒倉さん

ふれあい運動会の子どもみこし

まちの数字 86世帯　324人
（男158人・女166人）

次回は上万願寺町の予定です。

早朝から元気にゲートボール

地
域
に
息
づ
く
伝
統
や
文
化
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
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毎
週
木
曜
日
は
朗
読
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
か
し
の
実
グ
ル
ー
プ
」
の

活
動
日
で
す
。

市
の
広
報
や
新
聞
記
事
な
ど
を

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
吹
き
込
み
、

視
力
障
害
者
の
方
々
に
声
の
情
報

朗朗朗朗
読読読読
ボボボボ
ララララ
ンンンン
テテテテ
ィィィィ
アアアア
「「「「
かかかか
しししし
のののの
実実実実
ググググ
ルルルル
ーーーー
ププププ
」」」」

９月21日（月）、加西養護学校の初等
部と中等部の児童・生徒18名が、藤
原晃さん（北条町古坂）所有のクリ
園に招待され、クリ拾いを楽しみま
した。藤原さんのご好意で毎年この
クリ園を市内の子供たちに提供して
いただいております。

笹倉町、山下中町両農会は豊かな
田園景観の形成と、市民及び都市住
民に潤いと安らぎの在る空間を提供
することにより、農村の豊かな交流
空間を創出するため景観形成作物の
コスモスを約２ヘクタール栽培されて
います。

転作田がコスモス畑に

「ここのお風呂はゆったりできて気晴
らしになります。」と浅見さん（左）

９月30日（水）、健康福祉会館の展望
風呂利用者が、昨年４月のオープン
以来465日目にして１万人を突破しま
した。ちょうど１万人目となった浅
見とし子さん（坂本町）に記念品の
入浴剤が贈られました。

展望風呂利用者１万人突破

収穫の喜びを体験

わ
た
し
の
夢

泉
小
学
校
六
年

黒
田
　
弥
生
さ
ん

私
の
夢
は
、
童
話
作
家
に

な
る
こ
と
で
す
。
小
さ
い
こ

ろ
、「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
を
読
ん

で
主
人
公
に
あ
こ
が
れ
、
自

分
が
お
城
の
舞
踏
会
へ
行
っ

た
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

私
は
童
話
が
大
好
き
に
な

り
、
童
話
作
家
に
な
り
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
将
来
、
子
供
達
に
夢
を

与
え
る
よ
う
な
童
話
が
書
け

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

男性チームをおさえて、的を
倒した女性チーム

９月29日（火）加西球場駐車場で、第
４回自衛消防実戦競技大会が行なわ
れ、防火協会加入事業所や官公庁か
ら26事業所42チーム108名が参加し、
消火器競技から小型動力ポンプまで
４部門にわたって、日ごろの訓練の
成果を競いました。

実戦で勝負!

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
を
続
け
て
き
た
「
か

し
の
実
グ
ル
ー
プ
」
も
結
成
20
年

を
迎
え
ま
し
た
。

10
月
18
日
（日）
に
は
、
20
周
年
発

表
会
「
朗
読
の
つ
ど
い
」
を
行
い

ま
す
。
グ
ル
ー
プ
の
活
動
や
朗
読

の
お
も
し
ろ
さ
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
個

人
朗
読
・
朗
読
劇
を
披
露
し
ま
す
。

現
在
は
普
段
の
活
動
に
加
え
、
発

表
会
の
準
備
や
練
習
に
大
忙
し
!!

今
日
も
福
祉
会
館
の
録
音
室
か

ら
、
高
ら
か
な
笑
い
声
と
、
み
な

さ
ん
の
朗
読
の
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。

愛
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

加
西
で
生
ま
れ
加
西
か
ら
広
が
る
日
本
の
新
し
い
文
芸

型
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
心
の
ま
ま
を
表
現
す
る

大収穫に大喜びの子どもた
ち

熱心に練習されるメンバーのみなさん

加西の玄関口を彩るコスモス
畑

枕
を
厚
く
す
る
私
の
眠
り
を
盗
ま
れ
な
い
よ
う

山
本
二
昭

む
く
げ
地
球
の
温
暖
化
に
一
輪
咲
い
て
様
子
見
る

荻
野
　
亨

ひ
ら
が
な
に
か
び
カ
タ
カ
ナ
の
世
紀
始
ま
っ
て
い
る

い
し
だ
實

視
線
集
め
る
ち
い
さ
な
一
日
い
ち
に
ち
の
風

岡
　
夕
花

正
気
と
狂
喜
の
狭
間
　
太
陽
火
を
放
っ
て
い
る

藤
本
　
肇

嘘
も
盛
り
た
て
役
　
大
き
く
盛
り
上
が
る

辻
　
美
沙

錯
覚
が
組
み
立
て
る
永
遠
と
云
う
時
間

成
田
喜
代

一
匹
の
蟻
が
急
ぐ

眩
夏
の
砂
丘

井
塚
理
人
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古
代
の
塩
の
生
産
方
法
は
海
水
を

濃
縮
し
て
濃
い
塩
水
を
と
る「
採さ
ん

鹹か
ん

」、

つ
い
で
、
こ
の
濃
い
塩
水
を
煮
詰
め
て

結
晶
塩
を
取
り
出
す
「
煎せ
ん

熬ご
う

」、
こ

の
結
晶
塩
（
粗あ
ら

塩し
お

）
を
再
び
土
器
に

詰
め
て
焼
き
上
げ
精せ
い

製せ
い

塩え
ん

を
作
る

「
焼や
き

塩し
お

」
の
三
工
程
が
あ
り
ま
す
。

谷
町
の
宝
た
か
ら
ノ
前ま
え

遺
跡
か
ら
こ
の
第

三
工
程
で
使
う
奈
良
時
代
末
頃
（
約

千
二
百
年
前
）
の
焼
塩
用
の
土
器
が

多
量
に
見
つ
か
り
ま
し
た
。
遺
跡
は

生
産
地
で
は
な
く
、
流
通
し
て
い
た

塩
の
消
費
地
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

塩
は
当
時
、
税
と
し
て
納
め
ら
れ

て
お
り
、
昭
和
の
日
本
専
売
公
社
の

よ
う
に
、
国
家
に
よ
る
規
制
を
受
け

つ
つ
流
通
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
宝
ノ

前
遺
跡
で
は
製
塩
土
器
と
一
緒
に
、

普
通
の
集
落
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な

い
墨
書
土
器
や
硯
す
ず
り
な
ど
が
見
つ
か
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
塩
の
流
通
を
管
理

し
て
い
た
地
方
の
役
所
関
連
の
施
設

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

66

宝
ノ
前
遺
跡
…
谷
町

古
代
の
日
本
専
売
公
社
？

奈
良
時
代
の
製
塩
土
器
を
多
量
に
発
見
!

同和教育
シリーズ

みんなが真に幸せを感じる明るい家庭を
築くには、家族が互いに心をかよわせ合い、
協力し合って暮らしていくことが大切です。
秋は、気候もよく、さわやかな季節です。
家族みんなが感動し、共感できる生活体験
や自然体験をできるだけ多くもってはどうで
しょう。
○太陽の光　自然の恵み みんなみんな平等ね

富合小ＰＴＡ 菅野真由美さん

○どうしたの？ やさしい声かけ 心のかけ橋
富合小ＰＴＡ 小林　勝利さん

○なんだか幸せ やってみようよ いいとこ探し
日吉小ＰＴＡ 高見　幸代さん

○ひとことで できるともだち きえるとも
日吉小ＰＴＡ 織田智恵子さん

○何気ない 言葉にキズつく 子供達　　　　
宇仁小ＰＴＡ 中野　絹代さん

○我が辞書に「差別」はないよ！ この社会
宇仁小ＰＴＡ 内橋　義廣さん

○“おい！どうした”思いやる心で
声かけあえる街づくり

西在田小ＰＴＡ 坂東　行人さん

○広げよう つないだ心 えがおの輪
西在田小ＰＴＡ 金澤　裕子さん

明るい家庭づくり

「
富
合
っ
子
の
米

づ
く
り
に
つ
い
て
」

富富富富
合合合合
小小小小
学学学学
校校校校

６
月
11
日
に
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
の
指
導
の

下
に
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
全

児
童
が
、植
え
た
稲
が
大
き
く
育
ち
、

頭
を
垂
れ
て
刈
り
取
り
を
待
っ
て
い
ま

す
。
兵
庫
っ
子
米
作
り
体
験
事
業
推

進
校
と
し
て
指
定
を
受
け
て
か
ら
３

回
目
の
稲
刈
り
が
間
近
に
迫
っ
て
い
ま

す
。
11
月
７
日
に
は
収
穫
祭
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

本
校
は
、
田
園
地

帯
に
あ
り
農
業
を
営

ん
で
い
る
家
庭
が
多
い

の
に
、
最
近
は
機
械

化
が
進
ん
で
い
る
た
め

か
、
家
庭
で
の
田
植

え
・
稲
刈
り
・
脱
穀
な

ど
を
体
験
し
て
い
ま
せ
ん
。
物
を
育

て
る
喜
び
、
協
力
し
助
け
合
っ
て
作

業
を
行
な
う
喜
び
を
経
験
し
な
い
児

童
が
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、

地
域
の
将
来
ひ
い
て
は
加
西
市
の
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
禍

根
を
残
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と

考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
校
の
３
年
間
の
取
り

組
み
は
、
米
作
り
を
通
し
て
、
自
然

に
親
し
み
、
土
に
働
き
か
け
、
働
く

喜
び
や
助
け
合
っ
て
作
業
を
行
な
う

こ
と
の
大
切
さ
を
体
験
さ
せ
る
こ
と

を
ね
ら
い
に
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
な
か
で
、

自
然
の
力
や
恩
恵
、
先
人
の
知
恵
な

ど
を
学
び
、
農
業
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
学
校
教
育
目
標
で
あ
る
「
た

く
ま
し
く
心
ゆ
た
か
に
生
き
ぬ
く

子
」
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
ま
だ
途
中
な
の
で
、
昨

年
度
の
取
り
組
み
状
況
を
表
①
に
あ

げ
ま
す
。

田
植
え
か
ら
収
穫
す
る
ま
で
な
か

な
か
大
変
な
作

業
が
多
く
、
地

域
の
人
達
の
指

導
や
援
助
を
受

け
な
が
ら
米
作

り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
観

察
す
る
時
間
や

世
話
を
す
る
時
間
を
ど
う
確
保
す
る

か
な
ど
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
米
作

り
体
験
を
通
し
て
自
然
に
親
し
む
と

と
も
に
、
生
産
の
喜
び
や
感
謝
の
心

が
芽
生
え
て
き
て
い
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

1.上葉ノ木遺跡 2.渡遺跡 3.岡田遺跡
4.宝ノ前遺跡 5.内畑遺跡 6.小谷遺跡

製塩土器（協力 加東郡教育委員会）

http://www.sannet.ne.jp/kasaiedu  加西市教育委員会　　http://www.justnet.or.jp/home/izumijhs  泉中学校

4
月

米
作
り
の
計
画

6
月

米
作
り
の
看
板
作
り

保
護
者
へ
の
田
植
え
の
案
内

9
月

か
か
し
作
り
及
び
発
表
会

10
月

稲
刈
り
・
脱
穀

11
月

収
穫
祭
（
富
合
っ
子
祭
り
）

表
①
　
昨
年
度
の
取
り
組
み
状
況
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ば
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
も
の

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
昔
土
曜
の
夜
に
酒

を
飲
み
、
不
自
然
な
姿
勢
、
特
に
う
つ
伏

せ
で
前
腕
に
額
を
つ
け
て
寝
込
み
、
神
経

の
圧
迫
に
よ
っ
て
麻
痺
が
起
こ
る
こ
と
か

ら
つ
け
ら
れ
た
名
前
で
す
。

寝
こ
ろ
が
っ
て
肘
を
つ
い
て
テ
レ
ビ
を

み
て
い
る
と
だ
ん
だ
ん
と
小
指
や
薬
指
が

痺
れ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

も
神
経
の
圧
迫
に
よ
っ
て
起
こ
る
症
状
で

す
。手

を
よ
く
使
う
方
で
、
手
が
痺
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
も
手
根
管

症
候
群
と
い
っ
て
神
経
の
圧
迫
に
よ
っ
て

起
こ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
放

置
し
て
筋
肉
が
痩
せ
て
く
る
と
治
り
が
悪

い
た
め
早
期
の
治
療
が
必
要
で
す
。

し
ゃ
が
み
仕
事
の
多
い
方
や
き
つ
い
ズ

ボ
ン
を
は
い
て
い
る
方
な
ど
で
太
股
の
外

側
が
ピ
リ
ピ
リ
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
も
神
経
の
圧
迫
に
よ
っ
て

起
こ
り
ま
す
。

末
梢
神
経
の
病
気
で
は
圧
迫
以
外
の
原

因
で
も
痛
み
が
で
た
り
、
進
行
す
れ
ば
歩

け
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
少

し
く
ら
い
の
痺
れ
は
大
し
た
こ
と
な
い
と

思
っ
て
も
、
だ
ん
だ
ん
と
症
状
が
悪
く
な

る
よ
う
で
あ
れ
ば
一
度
は
医
師
の
診
断
を

受
け
た
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

人
間
の
神
経
に
は
、
も
の
を
考
え
た
り

体
を
動
か
す
指
令
を
だ
し
て
い
る
脳
や
、

指
令
を
伝
え
る
脊
髄
な
ど
の
中
枢
神
経
と
、

手
や
足
に
あ
っ
て
中
枢
と
の
情
報
の
や
り

と
り
を
し
て
い
る
末
梢
神
経
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
末
梢
神
経
の
病
気
に
つ
い
て
触
れ

て
み
ま
し
ょ
う
。

末
梢
神
経
の
圧
迫
で
は
、
痺
れ
や
脱
力
、

筋
肉
の
萎
縮
な
ど
の
症
状
が
で
ま
す
。
こ

れ
を
日
常
的
に
経
験
す
る
も
の
と
し
て
は

長
時
間
の
正
座
が
あ
り
ま
す
。
長
時
間
の

神
経
の
圧
迫
に
よ
っ
て
じ
ん
じ
ん
し
た
り

足
が
動
き
に
く
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、「
土
曜
の
夜
の
麻
痺
」
と
い
っ
て

朝
目
が
覚
め
る
と
手
が
垂
れ
て
し
ま
い
伸

市立加西病院

神経内科　医員

佐藤　友治

手
足
の
痺
れ
に
つ
い
て

││
末
梢
神
経
の
話
││

町ぐるみ健診の会場でのことで
す。血圧測定の結果が150/90mmHg
だったＡさんは、「今までにこんな
に血圧が上がったことはなかったの
に。」と不思議そうな表情をされて
いました。そこで、持っておられた
健康手帳の記録を見てみると、２年
程前から時々、このような測定値に
なっていました。Ａさんと一緒に健
康手帳を見ながら、若い頃は低血圧
症で、そのことが頭から離れずにい
たけれど最近少しずつ血圧が上がっ
て要注意域（最高血圧が140mmHg
以上160mmHg未満の範囲をいう。こ
れ以上になると高血圧域になる。）に
なってきていることを確認したり、
検診結果が記録されていたのでよか
った。今後は血圧にも注意しましょ
うと話し合いました。
このように、健康手帳に健診等の
記録（血圧、体重、血液検査等）を
残すことは、自分の健康状態をふり
返る時役に立ちます。町ぐるみ健診
等では、基本検診の結果を健康手帳
に貼れるようシールにして郵送して
います。また、最近では、医療機関
で処方を受けた薬の記録を残してお
られる方もいらっしゃいます。加西
市では、健診等の機会を通し健康手
帳を配布していますので、自分の健
康管理に役立てましょう。
問合先 健康福祉課

（電話42－８７２８）

健康管理に
健康手帳を役立てましょう

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

〈材料と作り方（4人分）〉
①なす（中3本400g）はヘタを取り２～
３cm角に切り、水にさらし、芽ひじ
き（乾、8g）は水でもどす。玉ねぎ
（中１個、200g）は荒みじん切り、ピ
ーマン（3個、50g）はヘタとたねを
取り１～２cm角に切る。にんにく（１
かけ）生姜（１かけ）はみじん切り
にする。

②ちりめんじゃこ（50g）は空いりする。
③厚手の鍋にサラダ油大さじ１を熱し、
水切りしたなすを炒め、取り出す。

④にんにく、生姜、玉ねぎ、ひき肉
（豚肉ミンチ150g）の順に炒め、肉
の色が変わったら調味料（トマトケ
チャップ 大さじ３、カレー粉　大さ
じ1.5、ウスターソース・ガラムマサラ
こしょう適宜、トマトジュース160g）
とちりめんじゃこ、ひじきを併せ煮て
水気が少なくなってきたら、なすピー
マンを合せ煮、汁気が無くなるまで
煮る。

⑤ご飯に添えて盛る。

今

口臭には、①食物の臭い②歯
の汚れの臭い③虫歯、歯臭病に
伴う臭いと様々です。①の臭いは
仕方ないにしても、②③は歯みが
き及び治療でなくなります。とりあ
えず“歯”への関心をもって早め
早めの治療とフロス（糸ヨウジ）・歯間
ブラシの併用の歯みがきを!

（加西市歯科衛生士会）

口臭について
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顔見知りの販売員が訪問し、販売成績を
上げるため名前を貸してくれと言われた。
御礼をもらい、信販会社には契約者として
返答した。その後請求がきて、自分が購入
したことになっており、代金を自分が支払わ
なければならないことに気づいた。
このように、自分の名前での契約を許す

ことを「名義貸し」といいます。知人に頼ま

れて断りきれなかった場合でも、名義利用
を了承しているので、信販会社に対する支
払い義務は免れません。
名前は自分の信用そのものです。貸した

責任を負うだけではなく、信用も失うことに
なります。
■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時
～午後4時、市役所2階　電話42-8739）

消費生活相談Q&A 「名義貸しは慎重に!!!!」
Ｑ

Ａ

ハートtoハート講習会
あなたも市民救命士

■と　き 10月25日（日）
午前９時～正午（毎月第４日曜日）

■ところ 加西市消防本部
■内　容 心肺蘇生法・大出血時の止血
法（修了者には修了証を交付します）

■定　員 10人程度　会社や町内会等も
受付けますので時間・場所等は加西市消
防本部（電話42-0119）へ相談下さい。

秋
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

5
大
会

加
西
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
は
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
ら
し
く
、
左
記
の

と
お
り
様
々
な
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

加
西
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

で
は
、
身
体
障
害
者
の
交
流
を
図

る
た
め
に
運
動
会
を
開
催
し
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
で
楽
し
く

体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）

午
前
10
時
〜

場
　
所

北
条
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

申
込
先

各
地
区
の
支
部
長
さ
ん
ま
で

日
　
時

11
月
１
日
（日）
午
前
９
時
〜

※
雨
天
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）

※
荒
天
の
場
合
午
前
７
時
以
降
に

電
話
44
│
３
０
５
５
ま
で

場
　
所

多
目
的
広
場
（
加
西
球
場
横
）

参
加
費

３
０
０
円

競
技
方
法

ト
リ
プ
ル
ス

（
当
日
チ
ー
ム
編
成
）

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
高
田
辰
夫
（
加
西
市
下
道

山
町
２
０
６
│
１
）
ま
で

申
込
締
切

10
月
20
日
（火）

問
合
先

午
後
８
時
〜
９
時
高
田
・

電
話
44
│
３
０
５
５

午
後
９
時
〜
10

時
　
嶋
崎
・
電
話
44
│
０
８
３
９

第
3
回
加
西
市
民

ペ
タ
ン
ク
大
会

第
17
回
加
西
市

身
体
障
害
者
運
動
会

市
内
４
公
民
館
及
び
館
外
教
室

で
日
頃
学
習
さ
れ
て
い
る
成
果
の

発
表
会
が
あ
り
ま
す
。
多
数
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
学
習
発
表
日
程

名　称

期　日

場　所

競　技

チーム
編　成

参加費

申込先

申込
締切

市協会杯
（男子の部）・（女子の部）

11月15日（日）

市内体育館

9人制

市内に住居・勤務する
者で構成したチーム

登録チーム（2,000円）
未登録チーム（3,000円）
学生チーム（1,000円）

（男子）桜井 電話48-2984
電話43-0252（昼）

（女子）藤井
電話0792-64-5425

10月27日（火）
※同日7時30分から北
条小学校体育館で監督
会議並びに抽選会

11月4日（水）
※抽選は大会当日

11月18日（水） 10月19日（月）

松田
電話48-2309

中山
電話49-0472

教育委員会体育保健課
電話42-8773

登録チーム（2,000円）
未登録チーム（3,000円）

1チーム 1,000円 1チーム 500円

40歳以上の男子
（38歳以上1名可）
（中学生以上の女子4名可）

40歳以上の女子
（35歳以上1名可）

市内に住居・通勤・通
学する者で原則男子
2名女子2名（4名編
成）女子のみ2名以
上可、交代は4名まで

9人制 6人制 ソフトバレーボール

善防中学校体育館 北条小学校体育館 北条中学校体育館

11月8日（日） 11月23日（祝） 10月25日（日）

市内郵便局杯壮年 紅葉杯
ふれあいソフトバレー

やろう会

南部公民館

北部公民館

善防公民館

中央公民館

10月24日 9：00～17：00 作品展示・囲碁大会
10月25日 9：00～16：00 作品展示・芸能発表・バザー
10月30日 9：00～17：00 作品展示・記念講演
10月31日 9：00～17：00 作品展示
11月1日 9：00～15：00 作品展示・バザー
11月7日 9：00～17：00 作品展示
11月8日 9：00～15：00 作品展示・芸能発表・バザー
11月20日 9：00～17：00 作品展示
11月21日 9：00～17：00 作品展示
11月22日 9：00～15：30 作品展示・芸能発表

受講後、３年を経過している方は救命技能を
維持向上するため、再講習をお願いします。
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〈ママの一言〉『こうせい』と名前を呼ぶと、ニコニコしながら私の腕
の中に飛び込んでくる、我が家のかわいい宝物。好奇心旺盛で、いつ
も泥んこになりながら元気一杯に遊んでいます。今はどこにでも行き
たくて、何でも触れたがり、すべてのものに興味しんしんです。いつ
までも元気一杯、力強く心の広い子に育ってね。（ママ・広美さん）

丸山絋生ちゃん（殿原町）
1歳

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
11月４日（水）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
11月４日（水）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
10月15日（木）北部公民館・11月５日（木）健康福祉会館
11月12日（木）農村環境改善センター・11月19日（木）北部公民館

■法律相談
11月26日（木）健康福祉会館　受付は午前10時～正午
■市民相談
月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所１階市民相談係

相相相相 談談談談

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん

■2カ月児（先天性股関節脱臼）健診 （受付時間）

平成10年８月生れの乳児 11月24日（火） 午後１時～２時
■4カ月児健診
平成10年６月生れの乳児 11月４日（水） 午後１時～２時
■1歳6カ月児健康診査
平成９年５月生れの幼児 11月10日（火） 午後１時～２時
■3歳児健康診査
平成７年５月生れの幼児 11月17日（火） 午後１時～２時
■乳幼児保健相談
希望者 11月11日（水） 午後１時～２時
■離乳食講習会（約2時間の予定）
３～５カ月児の保護者 11月11日（水） 午後１時～１時30分

※上記、いずれも健康増進センターで行います。
■歯科保健相談
希望者　11月11日（水）午後１時～２時（希望者は２時間程度）
母子健康手帳・筆記用具を持って、場所は保健所へ。

10月18日（日） 坂部整形外科 （北条町・電話43-１４４４）
25日（日） 米田病院 （尾崎町・電話48-３５９１）

11月 1日（日） 大杉内科医院 （別府町・電話47-００２３）
3日（火） 西村医院 （中野町・電話49-０００１）
8日（日） 田仲クリニック （北条町・電話42-４９５０）
15日（日） 小野寺医院 （王子町・電話48-３７３７）
22日（日） おりた外科胃腸科医院（北条町・電話42-６０００）
23日（月） 小橋医院 （北条町・電話42-０４１２）

妊婦教室と母子健康手帳の交付
10月15日（木）・11月19日（木）健康増進センター
受付は午前９時～９時半（講習は２時間程度）
印かん・筆記用具を持ってきてください。
■問合先 健康福祉課（電話42-８７２８）

※変更になることがありますので、お確かめください。

新　着　書

″知
的
障
害
者
の
自
己
表
現
能
力

を
高
め
、
地
域
の
人
々
の
障
害
者

へ
の
理
解
を
深
め
る
″
を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
、
加
西
市
か
ら
は
善

防
園
生
が
出
演
し
ま
す
。

日
　
時

11
月
14
日
（土）

12
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　
所

や
し
ろ
国
際
学
習
塾
Ｌ

Ｏ
Ｋ
ホ
ー
ル
（
加
東
郡
社
町
上
三

草
１
１
７
５
）

※
入
場
希
望
の
方
は
申
込
が
必
要

で
す
。（
入
場
無
料
）

申
込
・
問
合
先

北
播
磨
手
を
つ

第
7
回

ひ
ょ
う
ご
・
ゆ
う
あ
い
音
楽
祭

な
ぐ
育
成
会
事
務
局
（
電
話
０
７

９
５
│
22
│
１
６
１
６
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

７
９
５
│
22
│
２
８
９
９
）

里
親
制
度
は
、
家
庭
に
恵
ま
れ

な
い
児
童
の
た
め
に
、
家
庭
的
な

環
境
を
確
保
し
、
児
童
を
心
身
と

も
に
健
や
か
に
育
て
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

10
月
は
、「
里
親
を
求
め
る
運
動
」

里
親
制
度
に
登
録
を

〔おはなし会〕
11月14日（土）

〔休館日〕
月曜日
10月20日（火）
11月 3日（火）

恋を売る家（大城立裕著）
木枯紋次郎 さらば手鞠唄（笹沢左保著）
女医（シドニィ・シェルダン著）
ダイオキシン汚染（青山貞一著）
環境ホルモン入門（立花　隆著）
いのち長き時代に（朝日新聞社会部著）
ひとりで暮らして気楽に老いる（吉沢久子著）

ほか

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり

が
全
国
的
規
模
で
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
里
親
制
度

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
新
し
い

里
親
を
開
拓
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
多
く
の
里
親
の
登
録
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

申
込
先

健
康
福
祉
会
館
　
児
童

療
育
室
（
電
話
42
│
６
７
０
４
）

公
演
に
あ
た
っ
て
の
新
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
、

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｆ
を
募
集
中
。
ま
ず
は
、

練
習
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

場
　
所

コ
ミ
セ
ン
３
階
　
遊
戯
室

練
習
時
間

毎
週
土
曜
日
18
時
〜

市
民
劇
団
″お
お
き
な
木
″

'99
年
2
月
に
小
公
演
予
定

21
時

問
合
先

お
お
き
な
木
運
営
委
員

会
（
電
話
42
│
２
７
２
３
）

日
程
・
料
金

12
月
４
日
（金）

一
万
円

12
月
９
日
（水）

一
万
円

12
月
20
日
（日）

一
万
五
千
円

募
集
組
数

各
日
と
も
30
組

※
加
西
市
に
在
住
も
し
く
は
通
勤

さ
れ
て
い
る
方
を
優
先

申
込
先

オ
ー
セ
ン
ト
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
　
営
業
部
（
電
話
45
│
１
５
１
１
）

オ
ー
セ
ン
ト
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
開
場
5
周
年

感
謝
ふ
れ
あ
い

ゴ
ル
フ
デ
ー
の
ご
案
内

加西市後援

こうせい
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痴
呆
へ
の
理
解
を
深
め
、
専
門

性
あ
る
ケ
ア
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
　
時

11
月
７
日
（土）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
　
場

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
『
痴
呆
の
理
解
と
ケ
ア
に

つ
い
て
』

講
　
演
「
痴
呆
高
齢
者
へ
の
専
門

性
あ
る
接
し
方
」

講
　
師

精
神
科
医
　
雨
宮
克
彦
先
生

参
加
対
象
者

保
健
・
医
療
・
福

祉
等
の
関
係
者
・
関
心
を
お
持
ち
の

一
般
の
方
、
介
護
さ
れ
て
い
る
方

主
　
催

東
播
磨
老
人
性
痴
呆
疾

患
セ
ン
タ
ー

定
　
員

３
０
０
名

総
務
庁
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
国
な
ど
の
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
な
ど
に
つ
い
て
お
気
軽

あ
な
た
の
意
見
を
行
政
に

（
秋
の
行
政
相
談
）

第
6
回
東
播
磨
痴
呆

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
施

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日

11
月
４
日
（水）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
　
所

コ
ミ
セ
ン
１
階
会
議
室

行
政
相
談
委
員
（
自
宅
で
も
相
談

に
応
じ
ま
す
。）

●
内
藤
　
稔
（
北
条
町
栗
田
）

電
話
42
│
０
９
８
１

●
大
久
保
多
代
（
段
下
）

電
話
48
│
２
９
２
７

粗
大
ご
み
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
収

集
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
加
西
市
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
持
ち
込
み
手

段
の
な
い
方
の
た
め
に
、
毎
週
金
曜

日
に
戸
別
収
集
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
先

加
西
市
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
（
電
話
46
│
０
６
０
２
）

申
込
方
法

電
話
で
お
申
込
く
だ

さ
い
。（
月
曜
〜
木
曜
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分
）

収
集
料
金

品
目
に
よ
り
３
０
０

円
〜
４
５
０
０
円

水
道
事
業
所
で
は
、
有
効
期
限

が
近
づ
い
て
い
る
水
道
メ
ー
タ
ー

水
道
メ
ー
タ
ー
の

取
替
え
に
ご
協
力
を

粗
大
ご
み
は
戸
別
収
集

し
て
い
ま
す

の
取
替
え
を
行
な
い
ま
す
。
対
象

者
に
は
事
前
に
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
市
水
道
事
業
指
定
業

者
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

期
　
限

10
月
15
日
（木）
〜
25
日
（日）

対
　
象

奇
数
月
検
針
地
区
（
下

里
・
九
会
・
富
合
・
日
吉
・
西
在

田
・
泉
小
学
校
区
）
の
う
ち
、
有

効
期
限
（
メ
ー
タ
ー
の
ふ
た
の
裏

に
記
載
）
が
平
成
11
年
12
月
ま
で

の
メ
ー
タ
ー

問
合
先

水
道
事
業
所
管
理
課
　

（
電
話
42
│
８
７
９
５
）

日
　
時

10
月
22
日
（木）

午
後
７
時
30
分
〜

毎
週
木
曜
日
　
全
10
回
コ
ー
ス

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

募
集
人
員

60
人
（
先
着
順
）

受
講
料

１
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
先

健
康
福
祉
会
館

（
電
話
42
│
６
７
０
０
）

受
　
付

10
月
16
日
（金）
か
ら

初
心
者
大
歓
迎
の
陶
芸
教
室
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

楽
し
い
陶
あ
そ
び

参
加
者
募
集

楽
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

参
加
者
募
集

日
　
時

10
月
23
日
（金）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

月
２
回
金
曜
日
　
全
12
回
コ
ー
ス

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
　
創
作

室募
集
人
員

10
人
（
先
着
順
）

受
講
料

６
０
０
０
円

（
当
日
徴
収
、
別
途
材
料
費
要
）

申
込
先

健
康
福
祉
会
館
（
電
話

42
│
６
７
０
０
）

受
　
付

10
月
16
日
（金）
か
ら

親
子
で
手
話
を
学
び
、
聴
覚
障

害
者
へ
の
理
解
と
手
話
へ
の
関
心

を
高
め
ま
す
。

日
時
・
内
容

●
10
月
31
日
（土）

18
時
30
分
〜
20

時
30
分

覚
え
て
お
き
た
い
手
話
・
指
文

字
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

●
11
月
７
日
（土）

18
時
30
分
〜
20

時
30
分

読
み
と
り
ク
イ
ズ
・
知
り
た
い

手
話

●
11
月
14
日
（土）

18
時
30
分
〜
20

時
30
分

手
話
で
歌
お
う
「
赤
と
ん
ぼ
」

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
　
１
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
教
室

│
手
話
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
よ
う
│

親
子
手
話
教
室

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

平成10年度市県民税、国民健康保険税の
第3期納期限は

11111111月2222日（月）です。
納期内完納にご協力をお願いします。
納税は便利な口座振替をご利用ください。
問合先 税務課（電話42－８７１２）

この運動は、火災が発生しやすい気候となる時季を迎えるに当たり、加西市消
防本部では、火災のない住みよい町づくりを目標に、次のような行事を実施します。

秋秋秋秋のののの火火火火災災災災予予予予防防防防運運運運動動動動
11月9日～11月15日

主　な　行　事
�第12回幼年・少年・婦人消防
フェスティバル
�一人暮らしのお年寄り宅防
火訪問
�婦人防火クラブ巡回防火広報

�消防団防火パレード・各分団
一斉非常演習
�各種団体防火訓練
�防火対象物、危険物施設の
立入検査
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加西市への寄付
☆社会福祉対策資金として
○北条町栗田 増家　　弘 70万円
社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
供養預託
○池上町 南古　重義 20万円

お く や み
死亡者 年齢 喪主 町名

岸本　貞子 75 正　三 栗　田
尾上　君代 76 千　秋 栄
原田　耕作 70 繁 南　町
是常　要治 73 重　富 上芥田
村田　信治 97 徳　彦 西　長

（市内男子最高齢者）

石目はな子 86 和　弘 東高室
前田はる子 85 芳　弘 大　村
岩本　常次 89 隆 河　内
豊田　みつ 90 喜美男 東　南
水谷　竹男 90 百太郎 乙和泉
西門美佐子 68 道　雄 横　尾
後藤　光男 84 初　夫 殿　原
長尾　一男 79 敏　昭 小　谷
谷田　行江 64 正 西谷西
石田さだ子 95 藤原康子 段　下

（加西の里）

前田はるゑ 85 正　勝 王　子
内藤いくゑ 84 博　文 中　山
神戸はるゑ 90 準 桑原田
國田みよ子 76 康　昭 上万願寺
西田あきゑ 68 隆　正 西谷西
織田　光治 72 正　美 田　原
高井まさこ 87 邦　浩 上万願寺
小林　　隆 65 武　弘 大　柳
山下　武義 74 孝　男 南網引
小林嘉壽馬 83 俊　広 坂　本
内藤　健作 69 澄　子 満　久
小藪　英友 65 緑 栗　田

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（9月30日受付分まで・敬称略）

○北条町南町 野田　幸作 10万円
○殿原町 友重　澄雄 20万円
指定預託
☆［一般］加西ボランティア協会へ
○曽根自治区 渡辺　英彦 2万円
○北条町田町 竹本　幸夫 1万5千円
○北条町横尾 水田美智子 2万円
○しゅんこうの和紙 ちぎり絵一同 5万円
○匿名 3万円

善意の花束

（受付順　敬称略）

ふ
れ
あ
い
の
間
（2）

対
　
象

親
子
（
中
高
生
は
本
人

の
み
も
可
）

定
　
員

20
名

受
講
料

無
料

申
込
・
問
合
先

10
月
26
日
（月）
ま

で
に
加
西
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
へ
（
電
話
43
│
８
１
３
３
）

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
本
（
雑
誌

や
教
科
書
以
外
）
を
ご
提
供
く
だ

さ
い
。
収
益
金
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
会
の
活
動
費
と
し
て
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

期
　
間

10
月
31
日
（土）
ま
で

受
　
付

健
康
福
祉
会
館
　
２
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

問
合
先

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
（
電

話
43
│
０
２
６
１
）

古
本
の
提
供
を
!!

本
年
５
月
１
日
よ
り
、
特
定
疾

患
（
難
病
）
に
一
部
負
担
金
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
が
、
患
者
へ
精
神

的
・
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
入
院

に
か
か
る
特
定
疾
患
の
一
部
負
担

を
し
た
患
者
に
見
舞
金
月
一
万
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
福

祉
医
療
受
給
対
象
者
（
老
人
・
身

障
・
乳
幼
児
・
母
子
家
庭
等
）
に

つ
き
ま
し
て
は
、
一
部
負
担
金
の

金
額
及
び
差
額
を
福
祉
医
療
で
負

担
し
ま
す
。

問
合
・
申
込
先

加
西
保
健
所
健

康
課
（
電
話
42
│
０
２
６
６
）、
福

祉
医
療
受
給
者
の
方
は
、
市
保
険

課
福
祉
医
療
係
（
電
話
42
│
８
７

２
３
）

特
定
疾
患
（
難
病
）

へ
の
見
舞
金
に
つ
い
て

申
請
の
締
切
日
は
、
平
成
10
年

11
月
30
日
で
す
。
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
は
、
早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口
・
問
合
先

市
役
所
１
階

高
年
福
祉
課
（
電
話
42
│
８
７
２
４
）

中
国
大
連
市
か
ら
太
極
拳
指
導

者
の
劉
国
強
さ
ん
が
来
日
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
い
て
は
こ
の
機

会
に
太
極
拳
教
室
開
催
を
希
望
さ
れ

る
企
業
・
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
個

人
で
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
も
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
　
間

11
月
16
日
（月）
〜
20
日
（金）

の
午
後
１
時
〜
５
時

太
極
拳
教
室
を

開
催
し
ま
せ
ん
か

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
支

給
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
方
へ

※
実
施
時
間
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
講
料

無
料

問
合
先

加
西
市
都
市
親
善
友
好

協
会
（
電
話
42
│
８
７
０
１
）

加
西
市
中
小
企
業
事
業
資
金
融

資
制
度
が
10
月
１
日
か
ら
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

・
保
証
料
　
市
負
担
率
の
引
き
上

げ
（
20
％
が
50
％
）

・
特
別
小
口
保
証
限
度
額
の
引
き

上
げ
（
７
５
０
万
円
が
１
０
０
０

万
円
に
）
※
無
担
保
・
無
保
証
人

問
合
先

商
工
振
興
課
（
電
話
42

│
８
７
４
０
）

市
内
中
小
企
業
者
の

み
な
さ
ん
へ

一般預託
○牡丹 1万円
○ＪＯＹあおやま 2万4千647円

資金用途
及び
限度額

融資利率

貸付期間

貸付期間

運転資金 800万円以内
最高限度額
1500万円

年2.2％（市が1％以内で利子補給を行います）

設備資金 1000万円以内

公害除去資金 500万円以内

500万円以内 5年以内

500万円超 7年以内

兵庫県信用保証協会の保証要

うち、据置期間
6ケ月以内

融資の内容
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H10.10.1現在（前月比）
人　口／ 52,736（＋16） 世帯数／ 15,579（＋37）
男　／ 25,639（＋14） 女　／ 27,097（＋ 2）

56
秋に長い糸状の花穂を
伸ばすミズヒキ

や
ぶ
か
げ
な
ど
に
生
え
る
多
年

草
で
、
秋
に
長
い
糸
状
の
花
穂
を

伸
ば
し
、
ま
ば
ら
に
小
さ
な
花
を

つ
け
ま
す
。
こ
の
細
い
穂
花
を
上

か
ら
見
る
と
赤
く
、
下
か
ら
見
る

と
白
く
見
え
る
の
で
、
進
物
に
か

け
る
水
引
に
な
ど
ら
え
て
こ
の
名

が
あ
り
ま
す
。
地
味
な
花
で
す
が
、

昔
か
ら
文
人
雅
客
に
好
ま
れ
、
茶

花
に
も
用
い
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

ま
れ
に
上
下
ど
ち
ら
か
ら
見
て

も
白
く
見
え
る
も
の
が
あ
り
、
ギ

ン
ミ
ズ
ヒ
キ
と
呼
ば
れ
ま
す
。

（
加
西
市
動
植
物
生
態
調
査
委
員
会
）

KASAIデータバンク

ホームページ http: //www: hyogo. com / kasai

開催日時 12月22日（火）午後6時30分
場　　所 市民会館文化ホール
入場料金 全席自由席 一般3,500円

※高校生以下500円引
★10月22日（木）午前8時30分より前売
加西市民会館、各公民館、西村書店、
毛利書店、北条楽器、ジャスコ加西
店、サウンドショップナカヤス
問合先 加西市民会館（電話43-0160）

第1回 10月29日（木）午後7時～
畑　正憲（作家）「ムツゴロウ大いに語る」
第2回 平成11年2月13日（土）午後3時～
池田理代子（劇作家）「幸せの見つけ方」

－－－－前前前前売売売売券券券券好好好好評評評評発発発発売売売売中中中中 －－－－
受講料 2講通し券1,000円（前売券のみ）

1講券700円（当日券300円増し）
販売所 市教育委員会、各公民館、市民会

館、市立図書館、健康福祉会館
問合先 教育委員会　生涯学習課

（電話42-8772）

学び イキイキ 豊かなくらし

加西市民大学

兵庫県知事選挙の投票日は

11110000月22225555日（日）
忘れずに投票しましょう。

投票時間 午前7時～午後8時
※不在者投票は市役所1階市
民ホール 午前8時30分～
午後8時（日・祝も可）

ミ
ズ
ヒ
キ


